
馬から学ぶ 

校 長 柳岡 裕幸 

 

新年明けましておめでとうございます。皆様には、健やかに新春を迎えられたこととお慶

び申し上げます。また、保護者や地域の皆様には平素より本校の教育活動にご理解とご協力

を賜り、心からお礼申し上げます。皆様のご健康とご多幸をお祈りし、新年のご挨拶とさせ

ていただきます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

令和８年は午（うま）年、干支は「丙午（ひのえうま）」です。そこで馬について調べて

みました。馬の祖先は約５２００万年前に誕生し、その進化は豊富に残された化石から知る

ことができます。馬の祖先は体長６０㎝と小型で前足には４本の指がありましたが、種類に

よっては体長３ｍ体重５００㎏を超え速く走ることができるよう足の指は１本になり指先は

硬い蹄（ひづめ）へと変わりました。時速６０㎞以上の速さで走り力も強く、人の長距離移

動や物の運搬、畑を耕すために紀元前４０００年頃から家畜として飼育され、人間と共に生

活するようになります。日本には５世紀頃にモンゴルから朝鮮半島を経由してやってきまし

た。当時は地域を治める領主や貴い神々の乗り物として扱われ、その後は人間生活を支える

優秀なパートナーとして大切にされてきました。 

１７世紀末に蒸気機関が発明され炭鉱を中心に広がると世界は大きく変化しました。馬や

家畜などに代わり機械が活用される産業革命を引き起こします。蒸気機関の性能を飛躍的に

向上させ、その性能を「馬力」として表したのは、イギリスのジェームス・ワットです。初

期の蒸気機関車は数馬力程度でしたが、２０世紀には１０００馬力を超えます。現代のＮ７

００型新幹線は馬力に換算すると約２４０００馬力に相当します。馬力による表記は自動車

や船のエンジンなど一部で使用されますが、現在では国際単位系（ＳＩ）の「ワット

（Ｗ）」が広く使われます。 

動力の主役は機械に変化しましたが、古来より馬は人々の生活に密着し豊かな伝統や文化

をもたらしました。神様は馬に乗って人間界に来ると信じられ、祈願成就のために生きた馬

を神社に奉納していました。そこから、庶民の間で馬の形をした木札に願い事や感謝を込め

て奉納する習慣が広まり、現在の絵馬として定着しました。体操競技の跳馬やあん馬は馬に

乗る技術向上のため木馬を使った訓練が由来です。そこから子どもたちの体育の授業で安全

に使える跳び箱が生まれました。オリンピック競技の一つである馬術は唯一動物を使った競

技であり、品川区には競馬場があります。私たちの生活を発展させた馬は繁栄や力の象徴と

され、新しい年が希望に輝くことを期待させます。 

豊葉の杜学園では学校理念「ＭＡＫＥ ＥＶＥＲＹＯＮＥ ＳＭＩＬＥ 全ての人を笑顔

に」の実現を目指し、子どもたちの健やかな成長と学校や地域のさらなる発展のため、関係

する皆様と協働して教育活動に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 

 
 

 

 
    

 

品川区二葉１－３－４０ 
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豊 葉 の 杜

令 和 ７ 年 度 １ 月 号 

令和８年 １月 ８日 
品川区立豊葉の杜学園 

校 長  柳 岡  裕 幸 



 

 

  

 

日 曜  

１ 木  
２ 金  

３ 土  

４ 日  

５ 月  

６ 火  

７ 水  

８ 木 始業式 安全指導日 給食始 

９ 金 席書会(5,6) 

10 土  

11 日  

12 月 成人の日 

13 火 席書会(3,4) 計測(5,6) 

14 水 
計測(1,2,5 組前)  
笑顔と学びの体験活動プロジェクト(3,4) 

15 木 避難訓練 

16 金 計測(3,4) 

17 土  

18 日  

19 月  

20 火 書写展示始 煙体験(3,6) 

21 水 南棟委員会(4）専門委員会(5～9) 

22 木 百人一首集会(1 校時) 

23 金 
学校公開 冬遊び検定(1,2) きらきら交流(3) 
ドリームジョブ(6,7) がん教育(8) 

24 土  

25 日  

26 月 中央協議会(5～9) 

27 火  

28 水 
クラブ活動(4～6)クラブ活動見学(3) 
ファイナンスパーク(8) 

29 木 縄跳び教室(1,2) 

30 金 書写展示終 

31 土  

後期課程 5 組より 

      
5 組後期課程は「できる喜び」を体験し

ながら「自分の学び方」を確立することを

目指し日々活動しています。2 学期は、進

路について、各学年に応じた学びを進めて

きました。3 学期、7・8 年生は進路選択に

あたり「将来どのような生活を送りたいの

か、その実現のためにどんな学校で、何を

学べば良いのか」と逆算して考えることを

学習していきます。9 年生は、それぞれ決

定した進路での学習や生活について具体

的に必要な事項について考え、その準備を

していきます。教職員一同、よりよい学び

ができるよう精一杯支援していきます。体

調に気を付けて頑張ってください。 

 「２０２６年 “Seize the Day” 」                     副校長 永井 健次 

 新年あけましておめでとうございます。 

 さて、３学期は一年のまとめの学期であるとともに、次の学年・新たなステージへとつながる大切な時期

です。児童・生徒たちはそれぞれの目標に向かって、学習や生活の中で一歩一歩成長を重ねています。 

 私は、自らの教訓として、“Seize the Day” という言葉を胸に一日一日を過ごしています。直訳すると

「今日という日をつかめ」で、古代ローマの詩人ホラティウスの言葉に由来し、「未来を恐れすぎず、いま目

の前にある一瞬を大切にせよ」という人生の指針を表しています。児童・生徒のみなさんに向けて、この言

葉は次のような意味をもちます。 

・チャンスは待っていても来ない。自分からつかみ取りにいくものだ。 

・失敗を恐れずに挑戦する姿勢が、自分の人生を豊かにする。 

・今日の積み重ねが未来の自分を形作る。『今日という日をつかみ、自分自身の道を切り拓いてください。』 
  

 

 

子ども健全育成部より 

  
 新しい年と３学期がスタートしました。

３学期は、学年のまとめと次のステップへ

の準備期間（来年度の０学期）です。それ

ぞれの進学・進級に向けて良い準備をしま

しょう。その１つとして、苦手なものや新

たなことに挑戦をしてください。努力を

し、不安や困難、失敗を乗り越えて達成し

た時に、大きな成長につながります。目標

を立て、強い意志を大切にしていきましょ

う。 

 また、感染症が流行するなど体調を崩し

やすい時期になります。健康の基本は、「運

動・食事・休養」です。それぞれをバラン

スよくとって、元気に過ごしましょう。 

スクールカウンセラー１月面談予約可能日 

前期 ９日・１６日・２３日・３０日（金） 

後期 １５日・２２日・２９日（木） 

TEL：03-3782-2930 

予約担当者： 

特別支援教育コーディネーターまたは担任 


